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が、どのような関係を持っているかが問題となるであろう。まず、両本の先後関係である 、上述の如く、永正四年の識語を有する谷村本が、忽本よりも古い写本と考える。さ 両本を比較す と、谷村本は文意が把握し難く、未整理な部分が多いの 比し 、忽本 方がや
や文意を把握し易く、より整理された文章と判断できる。この点からも、谷村本がより古い段階での写本であることは間違い無いであろう。　
さらに両本の抄文を比較すると、全体的な傾向として、谷村本には


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































えよう。特に、 「仏語」 と 「心宗」 を二つの語
（二位）
と解する考えは、 「愚





















































建仁寺に入るなど、関西地方を中心に活動していた。それが文明二年より関東へ転じて、本格的に曹洞の門を叩くことになる この文明二年は、折しも慧済が『無門関』の提唱 行った年 あたる
13。さらに
文明三年から文明五年にかけては、遠江一雲斎において『人天眼目』の提唱を行っており、晩 さしかかった慧済の禅門におけ 名声は非常に高いものであったと考えられる。このような状況で、同時期より関東に移り洞門に参じた祥貞が、慧済の評判を聞か かった とはないであろう。この『無門関』の提唱を祥貞が直接見 した は不明であるが、少なくともその聞書きを入手・書写し、自己 研鑽に役立てたことは容易に推察できる。　
以上のように、祥貞は天真派の法を受け継ぎながらも、 『無門関』の
























「三分」を法数のように考え、三段に分けられる教理を例示している。ここで、 「教」 ・ 「禅」 ・ 「儒」に加えて、 「曹洞ノ家」が存することが注目される。なぜならば、曹洞宗も広くは禅の一派であるか 「禅」の中に内包されるはずであるが、あえて「禅」とは別 「曹洞ノ家」として項立て ところに、 「 」に対する意識を感じさせるのである。




































































































































る。ここにおいては、 「行住坐臥」がみな「無作妙用」にあらざることは無く、 「見聞覚地」がことごとく「本有霊光」 あるとされる。こは当然ながら、日常のあらゆる営為がそのままに悟りの境界となるというような誤った無事禅的意味合いではなく、あくまでも「坐禅」に
よって「本有霊光」が顕現し、 「無作妙用」を発揮することになるという意味に捉えるべきであり、間違い無く黙照の系譜に連なる法語 考え得る。　
この一段をふまえてみれば、祥貞の示衆の意義もより明確になるで
あろう。祥貞は、晋山という自己の法統と宗旨の連続性を最も意識するで 場において、曹洞宗の思想と伝 をふまえた示衆 披瀝したと言えるのである。　
おわりに
　『無門関』が曹洞・臨済分け隔てなく受容されていた背景には、室町期の禅宗において同書が開板され、広く流通していたという物理的な側面がまず考えられるが、そ よう 普及した『無門関』が、大きく教線を拡大していくことで必然的に増加したであろう多く 修行僧達にとっての、格好の参禅書 して機能したことは想像 難くない。そして、瑩山紹瑾以降、法灯派をはじめとする臨済宗との融和的な姿勢と交流によって、曹洞禅僧 中に看話禅的な思考方法を有するこを許容させていったものと推察する。慧済や祥貞 ごく自然に『無門関』 提唱し解釈していく様子は、このような時代 要因が存すると考えることが妥当であろう。特に 祥貞に関しては、禅者と ての立場は建仁寺という臨済の道場がその始まりであったのであ から、り自然に受け入れられたであろう。　ここで問題となるのは、祥貞が『無門関』というものをどのように
用いていたか、あるいはどのように意識していたかである。もし祥貞
―　　―43
が『無門関』を提唱するにあたって、そこに収録される公案自体に焦点を当て、曹洞宗としての思想・立場から の内容を吟味し会下の大衆に提唱し いたとすれば、それは単に公案を借用する素材と ての意味を持つものに過ぎなかったであろう。　
しかしながら、祥貞の提唱からは、本論で述べたように、看話禅の




など、室町期林下禅僧としての特徴も如実に示されていたことが確認できた。本論の考察によって、 『無門関抄』を通じて見た祥貞の斯様な思想的特徴を ある程度明確に示 と考える。　
ただし、それのみによって祥貞は臨済宗に同化した禅僧であったと
判断できるかというと、そうではないであろう。前項における祥貞の香語・示衆の考察から明らかなように、自身が曹洞宗に属する禅僧であるという自覚は確たるもの して存していた 考える 本論で提示したわずかな史料からは、それが祥貞にとっ どれほど深い思想的意義を持つものであった を判断することは困難であるが、黙照禅の系譜を受け継いでいることを、語録の講述 は違い、上堂や示衆というより格式を増した場面 示し ということは、見逃して らない事実であろう。　
尚、ここに一つの疑問が残される。それは、祥貞が看話禅と黙照禅













































































が主張されており、 「大疑下必大悟在」の思想が根底 あることが見て取れるのである。11安藤二〇〇〇、飯塚二〇〇三参照。12安藤一九九九、 五七―七九頁に翻刻文が収録されている。13安藤氏によれば、川僧抄甲の識語に「文明二庚子年臘月除夜絶筆」とあることから、文明二年除夜まで行われた提唱であったことが明らかにされている
（安藤一九九九、 五五―五六頁）
。
14例えば飯塚大展氏は、室町期曹洞宗の各門派について、 「地方に展開した各派は、その地方に最も早く進出し、外護者を得て建立された寺院を據点として、次々と本末関係を有する子院を開創するという形で、一定の地域に根ざしていった。その派の據点寺院となっ 本寺は、しばしば輪住制という形を り、派内で末寺関係にある主だった 院の住職が本寺へと晋住し、一定期間住持を務めるという形で、本寺の権威化と経営的基板を固めていった。か して直接的な本末関係にある寺院間の門派意識、帰属意識が強固なものとなって行ったと思われる」
（飯塚二〇〇八、 五五頁）
として、各地方に展開し




なお本典籍には、 上堂語が合わせて記録され いる。 そ 上堂は 「上堂、不
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というものである。
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